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CDP 気候変動プログラムの評価結果に関するお知らせ：「A-」のスコアを取得 

 

産業ファンド投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、2022年に実施された気候変動情報開示に対
する活動を評価するCDP（カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト）気候変動プログラムに本投資法
人として初めて参加し、最上位レベルのリーダーシップに位置する「A-」のスコアを取得いたしました。 

 

 

 

 
 

 

 
1. CDP について 

CDPとは、運用総額130兆米ドルの資産を保有する世界の機関投資家のサポートの元で上場企業の温暖化
対策を調査している国際NPOであり、2016年11月4日に発効となったパリ協定の実効性を担保する民間の取
り組みとして、注目を集めているものとなります。 

CDPは2003年以来、世界の主要企業を対象に、温室効果ガスの排出や気候変動による事業リスク・機会な
どの情報開示を求める質問書を年に1回送付し、その回答をもとに企業の気候変動問題への対応を評価してお
り、評価はA, A-, B, B-, C, C-, D, D-の8段階で付与されます。尚、本投資法人は2022年に初めてCDP気候変動
プログラムに参加しました。 

本評価に関する詳しい内容は、CDPの活動のページをご覧ください。 
https://www.cdp.net/ja 
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2. 本投資法人のサステナビリティへの取り組み 
本投資法人は、資産の運用を委託する資産運用会社である株式会社ＫＪＲマネジメント（以下「本資

産運用会社」といいます。）とともに環境や社会全体のサステナビリティ（持続可能性）を確保するた
めの取り組みを主体的に推進し、2021 年 6 月には、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた新た
な CO2 排出量削減目標を設定致しました。 

 
① 本資産運用会社におけるサステナビリティに対する基本的な考え方 

本資産運用会社は、環境や社会全体のサステナビリティを確保するための取り組みを主体的に推進し
ています。 

本資産運用会社のサステナビリティに関する取り組み事例については、以下をご参照ください。 
本資産運用会社サイト：https://kjrm-sustainability.disclosure.site/ja/ 

 
② 本投資法人におけるサステナビリティに対する基本的な考え方 

本投資法人は、ステークホルダーとのコミュニケーション、社会貢献活動を通じた地域とのつながり
強化、保有資産における環境配慮と環境負荷軽減等を通じ、環境や社会全体のサステナビリティを確保
するための取り組みを主体的に推進しています。 

本投資法人のサステナビリティに関する取り組み事例については、以下をご参照ください。 
本投資法人サイト：https://iif-reit_sustainability.disclosure.site/ja/ 

 
【ご参考】保有資産の環境認証・評価 

本投資法人は、サステナビリティ活動を通じ保有資産における各種環境認証・評価を受けています。 
保有不動産が取得する認証・評価については、以下をご参照ください。 
環境認証・評価：https://iif-reit_sustainability.disclosure.site/ja/themes/79/ 

 
 

本投資法人は、今後も環境や社会的責任に留意した運用を行っていく所存です。 
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